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一茶の歌仙と俳額展 
歌仙とは、連歌・俳諧で、36 句を続けて詠む形式のことです。俳諧では松尾芭蕉以後、代表的な

形式となりました。平安時代、藤原公任による「三十六人撰」に載っている和歌の名人は「三十六

歌仙」と呼ばれていました。これにならって「新三十六歌仙」や「中古三十六歌仙」などもあり、

連句の形式で 36 句を詠む歌仙も三十六歌仙にちなんでいます。 

俳額は、神社や仏閣に奉納された俳諧(連句)や発句（俳句）を記した額のことです。また、作品

を扁額に掲げるものを俳額（または掲額）といいます。音楽や詩歌などを手向け神仏の心を和らげ

ようとする法楽思想に基づいたものでありました。 

信濃町柏原出身の一茶は、信州高山村とも深い関わりがあります。特に晩年の一茶は、村の久保

田家に度々訪れ、同家をはじめ村内の門人や俳友、弟子たちの間に数々の遺墨やエピソードを残し

ています。当館に移築復元した「久保田兎園の離れ家」には、合わせて 136 日ほど逗留していま

す。 

今回の展示では、一茶自筆の「旧堀千天満宮の俳額」を始め、蓮生寺や個人蔵の貴重な資料等を

展示しますのでぜひご覧ください。 

〒382－0825 長野県上高井郡高山村大字高井 5161－1 
歴史公園信州高山 一茶ゆかりの里 一茶館 
TEL:026-248-1389 FAX:026-248-8913 

HP:https://www.kobayashi-issa.jp/ 

お知らせ 

久保田兎園追善興行 歌仙「我のみか」 

一茶ゆかりの里所蔵 連句集『日々草』百十一巻/個人蔵 

久保田春耕筆録「哥仙」 

一茶ゆかりの里所蔵 


